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近代における漢字文化新分野の形成 
―― 文義謎を例として ―― 
 
呉  修喆 
 
  はじめに 
 
 （1）文義謎とは 
   
中嗽における「謎」というもののうち，漢字の表意文字としての特性を生かし，漢字の


























     性質 





先秦  隠語・讔（いん） ・廋辞（そうじ） 
前漢  射覆 
後漢    離合詩 
魏晋南北朝  謎・謎語（めいご） 
宋    燈謎 
明    文虎（燈虎） ・詩禅 


















   
  二形一体，四支八頭，四八一八，飛泉仰流。
（6） 
  答え：井                                                      （南朝宋・鮑照） 
解釈： 「二形」とは，縦と横の二種類の形を指しており，それが一体になって「井」の
字を表す。 「四支八頭」とは， 「井」の字が持つ 4 本の線と 8 個の端を表している。
「四八一八」は，4 つの「八」と 1 つの「八」を併せて 5 つの「八」 ，すなわち「五
八」を意味し，掛け算すると「四十」となる。4 つの「十」の字を並べると「井」

















































   
 （3）先行研究 
 







海外において文義謎を取り上げた極く少数の論文としては， Richard  C.  Rudolph, “Notes  on 

















れていた。その他，近藤杢の『支那學藝大躭彙』が燈謎の 24 種の「謎格」について書いて『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
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いる







  一 「古体」から「今体」へ 







































  秦字  二画大，二画小。 
解釈： 「秦」の字形を「二」 「大」 「二」 「小」と分割できるからである。 
 
  用字  上有可耕之田，下有長流之川。一月復一月，兩月共半邊。一字共六口，兩口不     
團圓。 








籠を掲げる。 （中略） 物好きらは蔵頭詩などを書き， 人に当てさせるが， それを猜燈と謂う」
（18）
とある。さらに，時代はやや遅れるが，明の劉侗（1593年頃–1637年）は『帝京景物略』に，













った文字遊びの類いも含まれるのだが， 徐渭以降の時代になると， 「今体謎」 と似たような
四書五経と関わる文義謎も見られたという。 
  徐渭は主に王陽明（1472–1528年）の弟子である季本（1485–1563年） ，王畿（1498–1583年）か
ら学問の伝授を受けていたため，学問的には顕著な心学的特徴と，複雑な学問を簡素化す
る傾向，そして文化的陶冶に重点を置く自然派的な文学観・芸術観を持っていた。彼は非『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
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常に多才な人物であり，書道をはじめ，詩，文，絵画などの造詣も深く，戯旲作家として
も名高く， 経学研究には 『四書解』 があり， 仏教研究には 『首楞嚴經解』 ， 道教研究には 『莊
子注』があるほど，学問は儒・釈・道を全面的に渉猟している。さらに，中年になってか
































語」 篇なども文義謎の歴史をできるだけ遡ってはいるが， 「謎」 そのものの価値についての
議論は殆どなかった
（27） 。明代李開先の『詩禪』のほうは文義謎の伝播を「禪家の傳燈」と
比喩したが， それは手法から出発しているものであり， 「詩禪」 の思想性についてははっき
りと説いていない
（28） 。だが，ここでは「思うに『三墳』 『五典』 『九丘』 『八索』 ，諸子百家
及び稗官野史は，一万字か数万字，ないし数千百万字の長さに拘わらず，皆「商謎」を為


















































臣事君以忠」 がある。 魯の定公は名を 「宋」 と言うことから， 唐代の詩人である 「宋
之問」と解く。 
 『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
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  彼の学術的人生を通してみると，文義謎を僅か 100 題しか収録していないこの薄い冊子
がどの程度に彼の関心を反映しているのか，論証するのは難しい。しかし，彼が清末民嗽
期における文義謎の流行に与えた影雿の大きさは， その後の出版事情から窺える。 例えば，
光緒 12 年（1886年）に， 『隱書』と同じ出版元の梅華館から「兪樾撰」と署名する『燈謎新
編』 が刊行されたが， 兪樾の 『春在堂全書』 には収録されず， 作者の真偽は定かではない。
また，中嗽嗽家図書館館蔵目録によると， 「兪樾輯」と署名されている『新編燈謎大觀』が
光緒 30 年（1904年）に上海書局により出版されている。 『新編燈謎大觀』二巻，続集二巻の
タイトルが 『謎史』 にも挙げられているが， 錢南揚の説によると， それは恐らく「坊本」
（41）
であり，兪樾の名を偽託した疑いがあるという












  二  科挙廃止による教養無力化の一表象として 
 
  清末社会において文義謎を推し進めることはどんな意味を持つのか。それを明らかにす



















（44） 。 ちなみに， この 「帖経」
と似たような文義謎に，1918年前後，上海などの地域で流行していた「敲詩」或いは「打
詩宝」 と呼ばれるものがあった






























































































萍社が 「大世界」 に場を移したのと同じ1917年に， 王文濡は萍社会員作品集 『春謎大觀』
を編集し， 進歩書局から出版した。 兪樾の名に仮託し， 萍社と関係のない謎人の作品も 『春
謎大觀』に多数編入するという不適切な編集行為もあったが，彼の出版活動によって，萍
社の名が世に広く知られ，会員の作品が伝誦されるようになったのも事媟である。このよ









前後合わせて計90 人が萍社に参冠したのである。 萍社は「大世界」 で4年間活動しつづけ
たのち， 主要会員が逝去し，多くが上海から離れたことにより， 創立から14 年が経った民
嗽10 年（1921年）に解散の時を迎えた。その後，1928 年に大中虎社が成立し，孫玉聲，徐














前に新聞・雑誌に載せられた文義謎が「文社日報謎鈔」 「申報館謎存」 「消閑報謎存」 「新小
説謎剩」 「大公報謎鈔」 と五編に分けて蒐録されている

























































































  ・1924年，錢南揚「新年謎話」「 春燈餘話」， 雑誌『半月』 。 
  ・1929年，謝會心『評注燈虎躨類』 （出版社不明） 。 
  ・1930年，謝雲聲『靈簫閣謎話初集』厦門新民書社。 





































































































夢  四書一句  覺後知（ 『孟子・万章章句上』 ） 
  鬚  四書一句  唯女子與小人爲難養也（ 『論語・陽貨』 ）
（63） 
 『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
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と文義謎のメカニズムに関する叙述もしている。 『橐園春燈話』 は， 林紓と陳衍のような当
時の文化界における有名な人物に嶏文を書いてもらうことで，他の謎話本より高い宣伝効





















































  1917年に王文濡が編集した『春謎大觀』の嶏文には， 
 











  Morning  漢字一  譚
（72） 
解釈：morningを 「西」 洋人が 「言」 う 「早」 朝のことであると解釈し， 「言」 「西」 「早」
の三文字を組み合わせると「譚」になる。 
 






















































（2） 宋代には，元宵節（陰暦正月 15 日夜に行なわれる祭）に燈籠の表面に文義謎を貼って当てさせ
るという遊芸ができたため， 「燈謎」という名称が発生した。 
（3） 李開先『李開先集（下册雜著）詩譂一卷 』上海中華書局，1959年，1012頁。 
（4）  「謎必用燈，不知何人作俑。古名「商燈」 ，又旰「春燈」 ，或呼爲「文虎」 ，一旰「燈虎」 ，而又疑
其爲「燈糊」 。虎字必有所本，殆取以矢射之之義也。 」徐珂『淸稗類鈔』傳世藏書，雜記 4，海南
嗽際新聞出版中心，1996年，1421頁。 
（5）  呉修喆「言語遊戯から文字遊戯へ  ――  漢字字謎の形成について」 『伝承文学研究』第8号，2009
年3月，42–54 頁。 
（6） 鮑照著（錢仲聯增補集説校） 『鮑參軍集注』上海古籍出版社，1980年，415頁。 
（7） 詩の各節行頭から意味のある単語や文が取り出せる詩のこと。 
（8）  『支那學』第3号，弘文堂書房，1924年，565–581頁。 
（9）  『歷史と地理』第一巻，史學地理學同攷會編，大鐙閣，1917年，648頁。 
（10） 立命館出版部，1936年，955頁。 「謎格」は，文義謎を創作する際に使われる特殊なルール。 
（11）  “Although riddles are both old and widely known in China, the Chinese have not paid much attention 
to  them  until  recently.  This  neglect  may  be  partly  due  to  the  fact  that  the  Chinese  scholastic  tradition 
held‘vulgar’literature in low esteem.”p. 67. 
（12） 題目が七文字という長さに揃い，七言律詩の一句といった形をとる文義謎のこと。1930年代後
半から流行しはじめた「北派謎」はこの形式をとっている。 
（13） 錢南揚『謎史』80 頁。 
（14） 同上 84 頁。 
（15） 毛子水『論語今注今譯』臺灣商務印書館，1975年，221頁を参照。 
（16） 史次耘『孟子今注今譯』臺灣商務印書館，1978年，14 頁を参照。 
（17）   以上の二題は徐渭『徐文長逸稿』中國文學珍本叢書第一輯第四十六種， 上海雜誌公司， 1936年，
卷二十四「雜著・燈謎」364頁を参照。 
（18） 田汝成『西湖遊覽志餘』第二十卷「熙朝樂事」 ，中華書局上海編輯所，1958年，355頁。 
（19） 劉侗『帝京景物略』上海遠東出版，1996年，103頁。 
（20）  張岱（屠友祥校注） 『陶庵夢悶』上海遠東出版社，1996年，168頁。 『千家詩』とは宋の劉克莊に
由来する，村塾で童蒙の誦読に用いた詩の本。 
（21） 錢南揚『謎史』8頁。 
（22） 徐朔撹『晩明旲家年譜・第二巻浙江巻』浙江古籍出版社，1993年，135 頁。 
（23）  『三墳』 『五典』は三皇五帝についての，また『九丘』 『八策』はそれぞれ九州（中嗽全土）およ
び八卦に関する伝説上の古書の名前。 
（24）  「稗官野史」は民間の小さくて目立たない事柄の記録。 呉修喆  近代における漢字文化新分野の形成 ―― 文義謎を例として ―― 
87 
（25）   「図史」は図書と史籍， 「策籍」は言論行動を記録する文書， 「紀伝」は史書における本紀と列伝，
「注載」は典籍における注釈のことである。 「稗官野史」とは対照的な官製の記録を指す。 
（26） 張雲龍『廣社』四庫全書存目叢書・子部一一九，四庫全書存目叢書編纂委員会編，齊魯書社，
1995年，1–2頁。 「日月燈」 「照乘珠」 「光明藏」は，いずれも仏教的な用語で， 「真媟を照らす光」
の意味を持つ。 
（27）  周密撰（朱菊如他校注） 『齊東野語校注』華東師範大学出版社，1987年，巻二十・十七，398頁。 
（28） 李開先『李開先集（下册雑著）詩譂一卷 』1012頁。 
（29） 錢南揚『謎史』73 頁。 
（30） 木下鉄矢『 「清代考証学」とその時代  ― ——  清代の思想』創文社，1996年，85 頁。 
（31） 梁啓超『清代學術槪論』上海古籍出版社，1998年，7頁。 
（32） 秦春燕『清末民初的晩明想像』北京大学出版社，2008年，12 頁。 
（33） 散逸したため，原文は確認できず。 




（36）  『國語』 「晉語」五に「有秦客廋辞於朝，大夫莫之能対也」 （秦からの客が宮廷で瘦辞を使ったと





（40）  100題のうち，書名 3題，人名 23 題， 『易經』2題， 『書經』1題， 『詩經』8題， 『周禮』1題， 『禮
記』5題， 『中庸』2題， 『論語』10 題， 『孟子』7題，字15 題，年号 2題，地名 2題，薬は 11 題，
果物名 1題，詞調名 3題，旲調名 1題， 『千字文』1題， 『西廂記』1題， 『聊斎志異編目』1題であ
る。 
（41） 官本の反対語で，民間の書店から出版された書物を言う。 
（42） その証拠となるのは， 『新編燈謎大觀』に収録される謎の多くが， 『隱書』よりも早い光緒 2年
（1876 年）に出版された酉山主人（本名は李澎）の編纂した『十五家妙契同岑集謎選』に見られ
ることである。錢南揚『謎史』104頁。 
（43） 高伯瑜等『中華謎書集成』 （三） ，人民日報出版社，1997年，2012頁。 
（44） 宮崎市定『科挙史』徘凡社，1987年，280頁。 
（45） 高伯瑜等『中華謎書集成』 （三） ，2200頁。 
（46） 周作人「関於試帖」 『周作人散文全集7』広西師範大学出版社，2009年，254頁。 
（47） 小倉芳彦『中嗽文化叢書8  文化史』大修館書店，1968年，43 頁。 
（48） 新聞の文芸・学芸欄，特集頁のこと。 
（49） 唐振常主編『上海史』 ，上海人民出版社，1989年，751頁を参考。 
（50） 鄭逸梅『梅庵談薈』黒龍江人民出版社，1985年，150頁。 
（51） 鴛鴦蝴蝶派とは清末民嗽期に流行していた恋愛小説の一派である。 
（52） 江更生・朱育珉『燈謎大世界』湖南文芸出版社，1987年，305頁。 『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
88 
（53）  鈴木虎雄「文字の國（文字に關する支那人の日常生活） 」 『支那文學硏究』弘文堂，1925年，689
頁。 
（54） 高伯瑜等『中華謎書集成』 （二） ，人民日報出版社，1993年，1814–1854頁。 




學萃編』 の書影を確認したところ， 「謎話」 は第1期及び第 2期（ 1908年1月） に掲載されていた。
また， 『國學萃編』第 1期目録の後ろに「晨風閣叢書第一集」という題字が見られる。 
（58） 以上の 3冊の書名は江更生・朱育珉『燈謎大世界』182–186 頁に見られる。 
（59）  『橐園春燈話』の中に「枕亞談虎錄」に関する記述があるため， 『談虎偶錄』の完成時間が 1915
年以前だと推測できる。 





（64）  「夫詩有別材，非關書也。詩有別趣，非關理也。然非多讀書，多窮理，則不能極其至。 」嚴羽『滄
浪詩話』 ，和刻本漢籍隨筆集第 20 集，古典硏究會，汲古書院，1978年，350頁。 
（65）  「故非用小學通段之法，以轉移文字，與今古文家讀經各異之例，以上下句讀，亦安能出奇變化，
日出而不窮哉。 」張起南『橐園春燈話』 （上）， 福建省漳州市燈謎協会翻印，1986年，2頁。 
（66）  「余作謎主張典雅一派，必嶕面天然配合，如古所謂玉合子蓋玉合子嶕者，乃爲上品。面貴成語。 」
張起南『橐園春燈話』 （上） ，15 頁。引用文中の「玉合子蓋玉合子嶕」とは，宋代の尤袤『全唐詩
話』の中に記録されている唐代の詩人・劉昭禹の言葉であり，原文は「玉合子嶕，必有蓋，但精
心求之，必獲其寶」とある。尤袤『全唐詩話』61 頁。 
（67）  「書家意者撹能照登，江湖意者恕不登錄。」 徐珂『淸稗類鈔』1422頁。 
（68）  「謎之嶕面天然者，前人已捷足先得。雖非有心抄襲，而見者終不免有掠美之疑。 」張起南『橐園
春燈話』 （下） ，福建省漳州市燈謎協会翻印，1986年，50 頁。 
（69）  「以有盡之書些無窮製謎家之用，萬無不同之理。 」張起南『橐園春燈話』 （下） ，50 頁。 
（70） 䶢聘臣『紙醉廬春燈百話』觙社，1919年，巻下。 
（71）   『春謎大觀』 （萍社同人輯， 王文濡嶏） ， 嗽立北京大学中嗽民俗学会民俗叢書， 東撹文化書局， 1974
年，1頁。 『橐園春燈錄』は，擢出の『橐園春燈話』とは別の文義謎作品集。 
（72） 張起南『橐園春燈話』 （上） ，28 頁。 
（73） 同上 29 頁。 
（74） 同上 20 頁。 
（75） 同上 21 頁。 
 